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私は研究者ではありません。しかし、研

究所・大学関係９条の会にかける想いは多

くのみなさんと一緒です。

私は戦後すぐに逓信省電気試験所（旧電

総研・現産総研）材料部事務係の雇工（給

仕・朝30分人より早く出勤、掃除、湯沸か

し、昼は会議のお茶出し、書類はこびな

ど）として採用され、夜間の中学校に通い

ました。

１９５０年５月２５日朝鮮戦争が始まっ

た直後、アメリカ占領軍は６月６日、共産

党幹部追放。次いでアカハタの発行禁止な

ど一方的に通告しました。私はアメリカは

民主主義国家と信じていたのに、一気に覆

されたと同時に、何故、戦争が起こるのか

疑問をもち、多少勉強もするなかで運動に

参加するようになりました。１９５２年２

月朝鮮戦争反対の集会、デモに参加し（当

時は一切の集会、デモは禁止されていた）、

東京都公安条例違反で逮捕・起訴。裁判で

は懲役４ヶ月、執行猶予３年（一審では公

安条例は違憲、無罪）の刑を受けました。

そのため電気試験所分会の書記を経て、１

９６１年全商工労働組合関東信越支部（主

に通産省関東地域の研究所分会を組織）の

書記として働いてきました。

支部の書記になり、多くの研究者と接す

るなかで、〝研究者は自分の趣味と仕事が

一致し、そのうえ給料がもらえる。更に研

究の自由を主張するなどうらやましい、と

言うか不思議な人たち。又その人達が労働

組合をつくって活動する。やはり不思議な

集団〟であると思った。

この不思議を理解するため比較的親しい研

究者に何回も疑問をぶっつけてきました。

その研究者は「研究はあくまでも創造的な

発想でいつも先端の研究を追い、特許出願

や研究発表を行うが、誰かどこかで同じ発

想で研究しているかわからない見えない影

の人と競争している。出願や研究発表が一

日遅れれば認められない」など聞かされた。

また、ある研究者は「来年度の予算は不要、

発想の転換と新しい創造的なことを一年じ

っくり考えたい」という人もいました。

こうして研究者の気質を知り、この人た

ちと共にたたかうことになりました。そし

て、科学と技術は平和と福祉のために、再

び戦争のための研究は行わない。そのため

にも、自主・民主・公開の原則を守り、研

究条件の改善のため運動し、その延長線上

で筑波に移転してきました。

筑波移転後は生活改善はもちろんですが、

工業技術院の研究所に自衛隊が見学に来る、

研究交流促進法、日本学術会議法改悪、Ｓ

ＤＩ研究の推進、軍事に関わる仕組みがつ

くられ、そのうえ国立研究所から独立行政

法人化されるまでになりました。そして評

価と成果主義がもちこまれ、自主・民主・

公開はどうなっているだろうかと思わずに

はいられません。

小泉内閣から安倍内閣となり、日米同盟

が強化され、憲法も教育基本法も変え、戦

後出発の原点を投げ捨てる動きが強まるな

か、北朝鮮の核実験が行われ、安倍内閣の

閣僚からも日本の核開発、ミサイル防衛シ
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ステムを=など危険極まりない発言まで行

われるようになっています。

科学技術の発展は、核兵器をはじめ兵器

開発に多く利用される危険性が強まります。

研究所平和宣言運動が憲法の平和主義、

学問研究の自由など憲法に支えられ、憲法

11月11日現在

賛同者数 ８０３名（＋2名）
（ ）内は前号以降の増加数

事務局だより

○10月20日、竹園近隣公園で行われた10．

21県南大集会に当９条の会からも何人か参

加し、久しぶりに気持ち良い汗をかいてき

ました。

○本会では「筑波研究学園都市研究所・大

学関係９条の会アピール」への賛同署名を

広くお願いしています。

http://peace.arrow.jp/tsc/i_home.php
にアクセスしてください。

を活かしてきたことを思うと、研究所・研

究者にとっても憲法を守ることは必然の帰

結といえます。

微力ながら憲法を守る一員として、これ

からも働きたい。

○「会」へのお問い合せは

・305-0023 つくば市上の室1829-1

茅野徳治

TEL／Fax：029-857-6593

・e-mail：
岡田安正 yaokada＠mti.biglobe.ne.jp

堀田博之 zkodaly＠nifty.com

経済的な支援のお願い

「９条の会」の運営費用はみなさまからの

カンパで賄っています。できましたらカン

パにご協力下さい。

○郵便振替口座番号：00120-4-501101

○名称：筑波研究学園都市研究所・大学関

係９条の会

第３回「講演と対話の集い」の講師、開催日などの日程が決まりました

日 時 2007年１月28日（日）13時30分～

会 場 大穂公民館 視聴覚室

講 師 田村 武夫氏（茨城大教授）

詳しい内容については、後日チラシ等でお知らせいたします。

憲法９条の会つくば「１周年記念のつどい」

日 時 2006年12月17日（日）午後１時～４時

会 場 市民とよさとホール

記念講演 「戦争、人間、そして憲法９条」

品川 正治氏（経済同友会終身幹事）
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